













































































































































































































　COMPUTER  ASSISTED  INSTRUCTION の略。コンピューターを利用した指導方
法である。普通は漢字や仮名などの文学学習、文法の練習など学習者のみがコンピュータ
ーと向き合って使用する。単純に答えがまちがっていれば「誤っている」といったフィー
ドバックをするだけのものから、正しい答えが出ない場合にはヒントを与えたり正しいも
のが出てくるまで答えを試みることができるものまでさまざまな段階のものがある。一般
に教室では教師がほかの学習者とのコミュニケーション活動に重点を置き、自習用教材と
してCAI 教材を用いるのが通常である。
　結論
　近年海外で研究･開発された「教授法は」、おおむね会話能力の向上を主眼とするコミ
ュニカティブ･アプローチの系統に属するものが多いが、現実の日本語教育では必ずしも
会話能力の向上が優先されているわけではない。場合によっては、講読･読解能力に重点
を置く教授法も必要である。また、母語の異なる学習者たちを教育する機関ではダイレク
ト･メソッドが向いているだろうし、学習者の母語が同じである場合には、媒介語の使用
が学習の効率化に役立つこともあるだろう。折衷的な方法として、文法の説明や語彙リス
トなどは学習者の母語によって説明されるが、授業は、日本語だけで行う方針を採ってい
る機関もある。
　つまり教育法には絶対的なものがあるわけではなく、学習者の学習目的によって、また
学習条件、能力、背景の相違などによって、異なった教授法が採られているわけである。　そ
の意味で、最も優れた教授法とは、学習者学習目的達成に最も有効な教授法のことである
といえる。従って、教授法の選択に当たっては、学習者の学習目的、到達目標、学習期間、
時間数、学習者の資質、学習環境などを考慮して決めるべきであるが、その実施に際して
は一つの教授法理論にこだわることなく、学習者の能力向上を第一に考え、弾力的に運用
することが望ましいだろう。
　今までの例からみると新しい教授法は古い教授法の弱点を補うための消極的なのものが
多く、また、日本語以外の言語つまり外国語で取り扱われている教授法をそのまま日本語
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教育に採り入れるといった形のものがほとんどだった。でも、これからは日本語教育者自
身による日本語教育に合った独創的な教授法を期待してみたい。
　教材に関しても同じことがいえるだろう。
　今までいろんな日本語教材が発案されてきたが、これからも中心的な教材としての役割
をもっていくものはやはり教科書だろう。
　教科書はかなり幅の広い一般の学習者を念頭において作られている。教科書をある特定
のクラスの学習者を対象に使うに際しては、その教科書が、どのようなニーズの学習者を
念頭に置き、どの学習項目を、どのような教授法に沿って，さらにどんな学習活動を想定
して作られているかについて分析し、その分析結果に基づいて、現在対象としている学習
者および教師には、何が充分で、何が不足しているかを検討しなければならない。その結
果足りない部分は副教材あるいはロールカード、コンピューターなどで補えるようにして
日本語学習者の日本語能力向上のため力を注がなければならない。
　結局教授法や教育教材は日本語教育を効率よくするための手段なのでお互いの短所を補
い合う連携関係が必要とされるだろう。
　また、今日世界各国での第１外国語は英語が圧倒的な部分を占めているが、第 2外国
語なら日本語はこれからも需要が伸びていく見通しがあるので、その点からも学習者のニ
ーズや時代の流れにに合わせた、「第2外国語用」の日本語教育法を研究することが重要
になってくるだろう。
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